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　Afew 　computer 　systems 　which 　 monitor 　and 　 record 　processes 　of 　powd 巳 r　drug　dispensmg 　 are

n ｛冫wcommercially 　available ．　They 　have　 now 　 come 　into　 wide 　 use 　for　reconfirming 　dispens．　cd

drugs　by　mollitoring 　the　records 　which 　were 　input 　int‘〕 the　system 　by　making 　tlle　barcode　reader

read 　the　barcode 　on 　the 　bottom 　of 　a 　picked ・．up 　stock 　bottle　and 　by　making 　the　electric 　balance

read 　dQses　weighed 　when 　the　pharmacist 　 fills　th じ　prescription ．　The 　comrllercial 　 Inonitoring

s．’ystenl　f（）r　dispensing　is　usually 　used 　stand −alone ，　but　we 　connected 　this　systen ユ to　the　prescri
−．

pti。 n ・ ・d・・ sy ・t・ m 　f・・ 1叩 ・ ti・nt ・ i・ the　 t・t・1 ・・ mP ・ t・・ized　h ・・pit・l　i・ f・ ・mati … y ・t・ … With

this　system ，　the　prescription　data　ordered 　by　physicians 　are 　printed　out 　hl　亡he　pharmacy ，　and

at 　the　same 　time ，　5ent 　directly　to　the 　Inonitoring 　systelll 　device　prior　to　dispensiDg・　In　this

device　this　prescription　information　contributes 　to　dispensing　by　participating　as 　indexes　fc♪r

fMing　Lhe　proper 　drugs，　 When 　a　dispenser　picks　up 　a　different　stock 　botne 　or 　weighs 　a　dose

dif正er ピ nL　 from 　 a　prescripti 〔エn 　information，　 a　 warning 　 message 　 is　 sent 　 to　the　dispenser　as　 an

alarm 　 appers 　on 　the　display，
　 with 　the　 next 　disp¢ nsing 　 step 　 not 　 allowed 　to　proceed 　until　 the

right 　drug　Qr 　right　dose　is　determined ．

　As 　thc　 result 　 of 　the　practical 　use 　 of　this　oll
−hne 　 system ，　 the　occurrences 　of 　serious 　 dispens−

ing じ rrors 　such 　as 　the　wrong 　drug　or　dosage　of　prescriptions　could 　effectively 　be　uontrolied ．

　Keywords − powder 　dispensing，　dispensing　m 〔mitori ！｝g　5ystem
，　prescription　order 　system ，

dispensing　error

は　じ　め　に

†1・3 名 占屋市瑞穂区瑞穂田」字 丿［1澄 1； 1
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　　Mizuho −
cho ，　 Mizuho−ku，　 Nagoya ，467　Japan 従来，調剤 さ れ た 散剤の 個 々 の 薬剤を識別 し，
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秤取量 を確認す る薬剤鑑査は ， 経験を積ん だ薬剤

師 の 官能に 頼る 以外に方法は なか っ た が，市販 さ

れ て い る
一

， 二 の 散剤調剤鑑査 シ ス テ ム （以下鑑

査 シ ス テ ム ） は ，薬剤師が秤量 した 薬剤名 と秤量

値を記録する もの で ，散剤の薬剤鑑査は こ の 記録

を参照す る こ とに よ っ て ，薬剤の 識別 ， 量 の確認

を容易に ，よ り正確に 行 う こ とが で きる
L曽  ．こ れ

らの 鑑査 シ ス テ ム は ， 散剤調剤を担当した薬剤師

が，処方 せ ん か ら読み 取 っ た薬剤名と秤量値を忠

実に 記録する た め，薬剤師が処方せ ん読み取 りを

誤 っ た場合，そ の 調剤プ ロ セ ス が その まま記録さ

れ る．我 々 は ，こ の 市販鑑査 シ ス テ ム と病 院医療

情報 シ ス テ ム の 入院処方オ ーダ シ ス テ ム との オ ン

ラ イ ン 化を行い ，誤薬や 秤量過誤を よ り積極的に

防止す る こ とを 目的 と し た散剤調 剤 シ ス テ ム を構

築 した．

　我 々 が 開発 し た オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム は ，医

師が処方せ ん を直接入力す る 処方オ ーダ シ ス テ ム

か ら， 散剤調剤に かかわ る薬剤名 と用量の 情報を

直接市販鑑賞 シ ス テ ム へ 取 り込み ， こ の 取 り込 ま

れ た 処方以 外の 薬剤が調剤 され よ うと し た 場 合

は ，鑑査 シ ス テ ム は警告を発 し是IEされる まで は

それ以上 の 調剤作業 を進 め る こ とが で きな い よ う

に した もの で ある．

　今回 は 市 販鑑査 シ ス テ ム と処方オ
ー

ダ シ ス テ ム

を オ ン ラ イ ン 化 した本 シ ス テ ム を実用化 し，そ の

使用経験に つ い て評価を行 っ た の で ，そ の 結果 を

報告す る．

　1．　市販およびオ ン ライ ン鑑査シ ス テ ム の 機器

お よび概要

　
一

般的な散剤調剤は ，　「処方せ ん 監査」　「薬袋

作成」　「秤 量」　「混和」　「分包」 「薬剤鑑査」「薬

剤交付」 の 手順で行わ れ る．

　市販お よ び オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム が 散剤調剤

に 関 サする部分は ， 「秤量」 に 含まれ る業務の う

ち，秤量 され た 薬剤 の 薬剤名 と秤量値を記録す る

業務で ある ．ま た ，　「薬剤鑑査」 で は処方 せ ん と

こ の モ ニ タ ー情報を照合す る こ とに よ っ て 調剤行

為が モ ニ タ
ー

され，さ ら に 分 包 され た 散剤 の 秤量

値 と理論値の 差 を確認する業務で ある．

　 1）　市 販鑑査 シ ス テ ム の 機器構成 と使用方法

　 市販鑑査 シ ス テ ム と し て は トーシ
ョ

ー
： シ ス テ

ム 2000お よび シ ス テ ム 3000を用 い た．本機は 薬剤

名 と秤量値を記録する操作制御部，キ
ー

ボ
ー

ド，

デ ィ ス プ レ イ ，バ ー
コ
ード リーダ お よ び電子天秤

か らな り，記録 された薬剤名と用量を確認す る機

器 と して は操作制御 部，キ ーボ ー
ド， デ ィ ス プ レ

イ，プ リ ン タ お よ び 電子天秤か ら な る．

　 本機で は ， 散剤を秤量する場合，薬剤師は患者

番号 （6 桁）， 処方番号 （1〜 2桁），分包数 （1
〜 3桁）を キ ーボ ードよ り入力す る ，次 い で ，秤

量 の た め に 取 り上げた装置び ん に貼付 した パ ー
コ

ードを バ ーコ ード リーダ で読み取 らせ ，薬剤名 を

シ ス テ ム へ 記録させ る．さ らに電子天秤 で 薬剤を

秤 量 し， そ の 秤取量 も同様に 記録 させ る．例外 と

して 錠 ・カ プセ ル 剤 の 粉砕 の よ うな場 合は ，薬剤

名 を 「粉砕」 とい う共通の バ ー
コ
ー

ドを 用い て 記

録 し，秤取量 は 粉砕後 の 秤量値を記録する こ と と

し た ．ま た 分包散剤を開封 し て 混和する場合は 薬

剤名を 「そ の 他」 と して 記録させ る こ とと し た ．

最後 に 調 剤者は記録 された薬剤名と秤取量を調剤

台 ヒに 設置 された デ ィ ス プ レ イ上 で 処方せ ん と照

合 して 調剤を終了する．

　薬剤鑑査担 当の 薬剤師は 改め て患者番 号と処方

番 弓を入 力 して ，調剤作業記録 と し て の 薬剤名 と

秤量値 をデ ィ ス プ レ イ に表示 させ て薬剤鑑査を行

う，

　2）　 オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム

　本院で 稼働中 の 医師発生源入力 に よ る 入 院処方

オ ーダ シ ス テ ム
ti、

（富士 通 M −760） は，薬剤師に

よ っ て 管理 され た 処 方監査機能を有 して お り，医

師が 処 方を作成する際に 配合禁忌 ， 最大投与量 ，

重複薬な どが ス ク リー ニ ン グ され る．こ の 入 力 さ

れた 処方せ ん 情報は薬剤部で 処方せ ん と して 出力

され る．

　こ の 処方オ ーダ シ ス テ ム と調剤用機器 で ある市

販鑑査 シ ス テ ム を 操f乍制御部 （富士 通 FMR −60

HX ） とモ デ ム （FACOM 　1972B）を介 して接続

した ．こ の オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム で は
，
Fig，1

に 示す よ うに調剤開始時 に 患者番号 （6 桁），処方

番号 （1 〜 2桁）を 入 力すれば ， オ ン ラ イ ン で 取

｛

｛ 　　轟
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薬剤を秤量する場合 薬剤を鑑査する場合

処方オ
ー
ダ シス テム から

散剤情報の取り込み

患者番号を入力

　　　　　 （6桁）

処方番号の 入力

　　　 （1〜2桁）

装置び んの 取り上 げ

装置びんに貼付したバ ー

コ
ー

ドで 薬剤名を入力

電子天秤で散剤を秤量

・・…i薬剤名と秤量する i
　 i量をまとめて表示 i

　i秤墮した 薬剤名、　l
r『…i利

i量イ直、縋 量理 …

　i：SU直を表示

　 1入力された薬剤名 i
…”iと処方せん情報を i

　 i照合して
一
致すれ i

　 ：ば記録　　　　 ：

　 i入力された 秤量値 i
・…・iと処方せ ん情報を i

　 i照合して許容範囲 i
　i内で あれば記録　i

表示 された秤量値を処方

せ ん情報と照合

分包された散剤を電子天

秤で秤量

塵罐緯剄

…・−i分包され た薬剤の i
　i璽量および理論値 l
　 iの 差を表示　　 ！

塵癒 塵二」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …鑑査シ ス テム カ暫了う作業 i
Fig．1．　 オ ン ラ イ ン 鑑 査シ ス テ ム を 利用 した 散剤調剤 の 作業手順

り込 まれ た薬剤名 ， 分量 と投与 日数か ら自動 的に

計算され た秤取量が ま と め て表示 さ れ る ．分量が

mg 単位で 処方され て い る散剤は 9 表示 の 用量 に

換算され る．実際に 薬剤名 と用 量 が 表示 され た 画

面 を Fig．2 に 示 し た ．

　オ ーダ シ ス テ ム か ら取 り込 まれ て 表示 された薬

剤と秤取時に バ ー
コ
ードか ら読み 取 られ た 薬剤 の

照合が行わ れ る ．薬剤が一致 しない場合は 警告情

報がデ ィ ス プ レ イ Eで発せ られ，次 の 調剤作業 へ

移る こ とが で きな い ．ま た 表示 された用 量と秤量

し た値 の 差が予め 設定 し た許容範囲を越え た 場合

も同時に チ ェ ッ ク され る ．例 外 と し て処方内容 に

錠 ・カ プ セ ル 剤 の 粉砕指示が ある場 合などはそ の

薬剤名だけが表示 され ，秤量値は粉砕後に 実際に

秤量 し た 値が記 録され る．

　薬剤鑑査は ， 市販の 鑑査 シ ス テ ム の 利川時と同

様，調剤作業の 結果を確認する方法 に 変わ りは な

い ．

　2， 評価の 方法

　1）　 機械化に 伴 う作業時間の 測定

　市 販鑑査 シ ス テ ム お よ び オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ

ム の 作業内容 の 違 い は ，lll∫者は秤量時 に 分包数 の

入力と用量計算が必要 で あるが，後 者で は こ れ ら

は 白動表示され る点に ある．こ の 2 種類 の シ ス テ

ム に つ い て ，秤量 に 要する 時間は 作業開始と し て

の 患者番号入 力か ら記録された 薬剤 と秤量値を処

方 せ ん と照合す る ま で を測定 し て 比較 した ．薬剤

鑑査 に 要す る時 間 は ，患者番 1ナの 入力か ら記録 さ

れ た 薬剤名と秤量値 ， な らび に 分包 され た 散剤の

分包数や均
．一
性 な どを チ ェ ッ

ク す る ま で の 時間 と

N 工工
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名古屋市立大学病院　　盍厩剤鑑査ターミナル 　SYSI
’
FN−2CXX｝Versien　2．1

亅
晶

辞 R 英大

Fig．2．　鑑査 シ ス テ ム に 処方 オ ・一ダ1青報 を取 り込ん だ 両面

Table　1． 調剤時間 の 測 定 に 用 い た モ デ ル 処 方

処方　1 処方　2

Rp ，
酸化マ グネシウム 　 2g

Rp ．
ベ リチ

ー
ム顆粒

ガ ス トロ ピ ロ ール

マ ーズ レ ン S

999232

　　 処方　3

Rp ．
IXセ レネー

ス　　　　U．5g
跳イ ン プ ロ メ ン 　　　1．2g
嬬 ピーゼ ッ トシ

ー
　　L5g

嬬ア
ー

テ ン 　　　　 O．6g
M 文＊　　　　　 39
ビオ ス ミン　　　　　　29

　 　 　 　 　 　 　 　 　 7　 口
＊約東処方 炭酸水素ナ トリウム

　　　　 ゲ ンチ ア ナ 末

　

矼

9

　

73
分
20
， 一　A

した．それぞれ の 時間測定 に は Table　1 に 示す

モ デ ル 処方せ ん を設定 し て行 っ た ，秤量 され る散

剤の 種類は処方 1 で は 1種類，処 方 2 で は 3 種類，

処方 3 で ぽ 6 種類 と した．こ れ らの 処方せ ん を 5

名の 薬剤師が調剤し て ， そ の 所要時間の 平均値を

求め た ．

　2） 薬剤鑑査 に 関する評価方法

　市販鑑査 シ ス テ ム とオ ン ラ イ ン 鑑杏 シ ス テ ム を

使用 した 場合 の 薬剤鑑査 の 精度は ，鑑査担当の 薬

剤師 （調剤経験10年以上）が正確 性 に 欠けた調剤

と判断 した 鑑査内容を具体的 に 調査表に 記録 し，

その 内容に基づ い て 検討 した．

　調査期 間 は 1 ヵ 月間 と した ．こ の 期間中 の 散剤

の 調剤件数 は ，鑑査 シ ス テ ム を用 い な い 外来 調剤

が 5，886 件，市 販鑑査 シ ス テ ム を利用 した外来調

剤 が 4
，
404件、入院処方オ

ー
ダ シ ス テ ム とオ ン ラ イ

ン 化 した鑑査 シ ス テ ム を用 い た入院調剤 が 1，　255

件で あ っ た ，

結 果

　1、 時間の測定

　薬剤の 秤量に 要す る時間 は，処方 1，処方 2 ，

処 方 3 の い ずれ の 場合も市販鑑査 シ ス テ ム を使用

した場合，こ れを使用 しな い 場合と比 べ 大幅 に シ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ス テ ム 操作 の た め の 時間が増加 した，処 方 1 で は

15，4秒か ら30．0秒 と 2 倍 の 時間を要 した ，処方 2

は 40，4秒か ら63，2秒 と約50％，処方 3 は 89．4秒か

ら 111，8 秒 と約 25％増加 し た．さらに オ ン ラ イ ン

鑑査 シ ス テ ム を 使川 し た 場合 は ，シ ス テ ム を使用

150 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　
−

　 　　 睡 　鑑査 シ ス テ ム を 利

　　　 1111S市販鑑査 シ ス テ ム

　　　笏　オ ン ライ ン 鑑査 シ

　 　　 　 た 場合
12D

　

　
0
　
　

　
　

　

　
　
　

0

　

　
Qg
　

　

　

　

　

　

　

　
eU

薬
剤
の

秤
量

時

間

（
秒

30
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Fig．4．　各 シ ス テ ム 問 の 薬剤鑑査時聞 の 比較

しな い 場合 に 比 べ て そ れ ぞ れ 23．8秒，52．8秒，

98．2秒と作業 の 時間 は 延長 した． しか し市 販 シ ス

テ ム の 使用時 と比較 し て オ ン ラ イ ン シ ス テ ム で は

f乍業時間 は 短縮 した （Fig．3）．

　 市販お よ び オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム とも モ ニ タ

ー情報 の 利用方法に つ い て は 変わ りは ない ， こ れ

ら鑑査を支援する シ ス テ ム を 利用 し た 場合は ，鑑

査作業 は処方 1 で は 17．4秒で あ り， シ ス テ ム を用

い な い 経験 に 頼る薬剤鑑査 と比べ 3．4 秒時間が延

長 し た．し か し，薬剤数が 多い 処方 3 で は，逆に

モ ニ タ ー情報が な い 場 合 に 比 べ ， 6．9 秒 の 時間短

縮が認め られ た （Fig．4）．

　 2．　 薬剤鑑査の精度

　市 販 お よ び オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム を使用 した

場合 と従来通 りの 使用 し な い 方法 で 行 っ た場合 の

薬剤鑑 査 の 精度 の違 い を Table 　 2 に 示 した．鑑

査 シ ス テ ム を用 い な い 場 合 に チ ェ ッ
ク さ れ た 薬剤

鑑査 内容とそ の 割 合 は，薬剤 の 取 り違 い が 9 件

（0．15％），秤量誤差が 28件（0．48％）， 薬剤の 秤量

もれ が40件（0．68％），薬物相力：作用 に よ り別包 と

す る調 剤が 1件 （0，02％） で あ り，全体で 1．33％

で あ っ た ．市販鑑査 シ ス テ ム を使用 し た場合 は ，

薬剤の取 り違 い が 0．07％ と約 112 に ，薬剤 の 秤 量

もれ が0．52％ と約 314 に 減少 し，全体 で は 1．18％

に 減少 した．しか し，秤量 の 精度が チ ェ ッ ク され

た調剤薬 は 逆 に 0．52％ と増加 し た ．オ ン ラ イ ン 鑑

査 シ ス テ ム を使用 した 易合ば ， 薬剤の 取 り違 い
，

秤取量 の 誤差 ある い は 秤量忘れ に 関 し て は 1 件 も

発生 し な か っ た ，錠 ・カ プ セ ル 剤を粉砕 し た場合

に は 薬剤 の 種類，錠数 の 過誤が 発生す る危 険性 は

ある が
， 今回の 調査で は チ ェ ッ

ク され な か っ た．

　…
方，市販 鑑査 シ ス テ ム を 利用 して 検出 され た

52件 の 薬剤鑑査 の 結果 の うち，色調 ， 量 な どで判

断す る外観上 の 薬剤鑑査 だ け で は 発見が 困難 で ，

薬剤名 と秤取量 を モ ニ タ
ー情報 に よ っ て確認 しな

ければ見逃す こ ともあ り得る と考え られ た過誤 は

9 件検出 され た ．こ の うち 薬剤 の 取 り違 い が 2

件，秤量 の 正確性が 5 件 ， 薬剤の秤量忘れが 2 件

含 まれ ，
こ れ らは 発見 され た 過誤 の 約 20％を 占め

た． こ れら の 実例を Table 　 3 に 示 した ．薬剤 の

取 り違 い で は カ ル チ コ ール を秤量す べ きと こ ろ乳
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Table　 2．経験 に よ る 薬剤鑑査 と鑑査 シ ス テ ム を利用 した 揚合 の 薬剤鑑査検出率

経験に よる薬剤

髄
市販鑑査シス テム を

利用 した場合

オ ンライン鑑査シス

テム を利用した場合

調査期間

外来処方せん薬斉欝 瞰
入院処方せ ん薬剤盥 瞰

昭和 63 年 10 月
5、886 件

平成3年2月
4、404 件

平成3年2月

1、255 件

薬剤の取 り違い 　　　　　　　　　　 9件
釈

三
量黜 1　　　　　　　　　　　　　　　　28 イ牛

槧剤の秤量もれ　　　　　　　　　40 件

配合禁忌薬の混和　　　　　　　　　1件

粉砕時の過誤 （薬剤、数 里）　　　　 0

　3件 （2イ牛）
23 イ牛（5 イ牛）
23 件 （2件）

　2件

　1件

OGO

　

O0

合　　 計 78 ｛牛（1，33 ％ ） 52 イ牛 （1．18 ％ ） 0 縞

（ ）内の 件数は鑑査シ ス テ ム を利用 しなければ

　　発見されなか っ た と考え られる もの

Table　3．経験 的な 薬剤鑑査 で は チ ェ ッ ク が 困 難で 市販 鑑査 シ ス テ ム の

　　　　　利用 で 確 実に 薬剤鑑査で ぎる実例

検出の 項目

経験に よ る薬剤鑑査
が 困難な場合 麟 秤量 した内容

薬剤の 取り違い　混和後の 特黴の類似 マ
ー

ス レ ン S
カ ル チ コ

ー
ル

SM 散

　 3 × n 　 14 日分

2g 　カル チコ
ー

ル と乳酸
2g 　 カル シウム の取り違
39 　 い

薬剤の秤量誤差 用量が多い散剤と少

　　　　　　　な い 散剤の 処方で少

　　　　　　　量の散剤の 秤量不足

10罵 コ ン ト
ー

ル 　O．15g
ア ル サル ミン 　　　　4g
マ
ー

ス レ ン S　　　 lg
　 3 × n 　 28 日分

10駕コ ン ト
ー

ル 4．2g
を秤量すべ き とこ ろ
2．3g しか秤量し な

か っ た

薬剤の 秤量もれ 用量力多 い 散剤と少
な い散剤の 処方で 少

量の 散剤の秤量忘れ

SM 散　　　　　　49
パ ン トシ ン 　　　　　2g
酸化マ グネシ ウム 　　1g
IXアー

テ ン 　　　 0．39
　 3 × n　 14 日分

跳ア
ー

テ ン4．2g を

秤量しなかっ た

榊　ρ

酸 カ ル シ ウ ム が記録され て い た ．こ の 例 は 正確に

秤量 し た 散剤 との 色調 や量な どの 違い を外観上 で

判断す る こ とは 難 しい ．ま た 10％ コ ン ト P 一
ル の

秤量不 足， 1％ ア ーテ ン の 秤量 もれ も 検 出 さ れ

た． こ れらは 用量が多 い 散剤 と少な い 散剤が処方

されて お り，少量 の 散剤が正確に 秤量さ れ て い る

こ とを経験で確認す る こ と は 困難で ある．

考 察

1．　 時間の測定

一
連の 調剤の流れ は ， 鑑査 シ ス テ ム を使用する

場合で もし な い 場 合 で も同じ で ある．しか し，一

般 に 鑑査 シ ス テ ム を使用 した 場合，機器 の 取 り扱

い 時間が加わ り調剤時 間 は 当然長 くな る
1

・
2）．薬

剤の 秤量時間は 市販鑑査 シ ス テ ム を使 用 し た 場

合 使用 しない 場合 と比 べ て ， 1種類 の 場 合はキ

ーボ ード入 力操作を含め て 4 〜 5 秒要 し，散剤 の

秤量が 1種類増す毎 に バ ー
コ
ードと天秤 の 読み 取

りが 2 〜 3 秒増す，こ の よ うに薬剤の 配合数が多

い ほ ど所要時間 が か か る こ とはすで に 報告 され て

い る
D ．今回，市 販鑑査 シ ス テ ム で は 3 種類 と 6 種

類配合処方の処理に 要 した時間は ，シ ス テ ム を使
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用 し な い 場 合と比 べ ，さ らに 22〜23秒余分の 時間

を要 した が ，配合薬剤数に 起囚する時間延長 は殆

ど認 め られ な か っ た ，市販 鑑査 シ ス テ ム で は ，調

剤開始時に 必ず患者番号 ， 処力番号，分包 数を入

力する必要があ り， こ の 作業に 要する時間が調剤

時間 の 延長に か か わ る最 も大 きい 要囚 で あ っ た ．

オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム を使用 した場合は ，
シ ス

テ ム を使用 しな い 薬剤秤量 と比 べ
， 処方内容に か

か わ らず 8 〜12秒所要時間が延長 した が，市販鑑

査 シ ス テ ム の 3種類 と 6 種類 の配合処 方 と 比 べ

て ，約 1〆2 の 時間短縮が 図 られ た．また ，オ ン ラ

イ ン 鑑査 シ ス テ ム は ，調剤され る べ き正 しい 薬剤

名 と秤取量 が調剤に 先だ っ て鑑査 シ ス テ ム に 自動

的 に 取 り込 ま れ て い る た め ，秤量 され た 薬剤 とそ

の 量 が こ の 情報 と　致 し て い る か ど うか が ， 薬剤

の 秤量時に 自動 チ ェ ッ
ク され ， 用量計 算や秤量 後

の 薬剤名や 秤取量 の 確認を要 し な い こ とが，市 販

鑑査 シ ス テ ム を単独 で 使 う場 合 と比 べ て ， よ り調

剤作業が合理化 で きた 要因 とい え よ う．

　薬剤鑑査 で は，市販鑑査 シ ス テ ム の 使用 は 外観

検査 と比 べ て ，散剤単剤処方で は作業時間が 延び

る．しか し， 3 種類以上 の 配合処方で は逆 に 鑑査

業務は速 くなる と報 告 され て い る
D ． 今回 の 調査

で も同様な傾向が認め られた が
， 多種類配合処方

の 場 合で は 評価 され る ほ どの 時間短縮は 今回 の 結

果で は得 られ なか っ た． こ の 点に つ い て は，機器

の 操作方法 ， 選択 した モ デ ル 処方，測 定時間 の 設

定 の 相違な ど に起因 し て い る と推測 され る が，い

ずれ の 鑑査 シ ス テ ム を利用する場合で も薬剤鑑査

に は 薬剤名 と秤取量を モ ＝ タ ー画面に表示す る必

要が あ り，そ の ぶ ん 作業は手間が か か る 、しか し ，

多種類配合処方に な る ほ ど散剤 の 秤 量 もれ や秤取

量 の 正確性 ， ある い は分包 され た散剤 の 秤量値 の

確認 が容易に で き，薬剤鑑査 シ ス テ ム 導入 の 効果

は 十 分認め られ た ．

　2．　 薬剤鑑査の 精度

　通 常，外観に よ る薬剤鑑査 で は，鑑査担当者 が

疑問点を発見 した場合，時 に よ っ て は 秤量 した調

剤担当者に 直接確認 しなければ な らな い が ， 市販

鑑査 シ ス テ ム で は ，調剤担当者が処方せ ん 情報を

読み取 っ て入 力 した調剤行為の 正確性が モ ニ タ
ー

され る た め ， 調剤者が処方 と異 な っ た 装置び ん を

取 り上 げた り，秤量 の 過 不 足 が生 じて い るか どう

か は ，モ ニ タ ー情報を参照 し て チ ェ ッ ク する こ と

が で ぎる．オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム で は 錠 ・カ プ

セ ル 剤 の 粉砕行 為な ど十分に オ ーダ情報が利 用で

きな い 場合 もある が ， 処方 オ
ーダ シ ス テ ム 情報か

ら直接処方せ ん の 内容を 調剤情報と し て鑑査 シ ス

テ ム へ 送 られ る．調剤者は こ の 情報を利 用 して 調

剤をする た め ， こ の 時 点で デ ィ ス プ レ イ 中の モ ニ

タ ーに よ っ て 「過誤」 の 警告が発せ られ，調剤 の

時点で 正確な調剤が 確 保され る ．さらに 記録 され

た モ ニ タ ーに よ っ て 薬剤鑑査が 行わ れる こ ととな

る が，鑑査業務 で少な くとも 「薬剤の 取 り違い 」

「取 り忘れ」 「秤量 の 誤差」 の 過誤は 全 く認め ら

れな い （Table　4）．

　市販鑑査 シ ス テ ム を利用 した こ とに よ っ て
， 薬

剤鑑査 に お け る過誤検出率は ，約 11％ 減 少 し た

Table　4． 薬剤鑑査方法 の 違 い に よ る精度 の 比 較

項　　 目

経験による

鄭 鑑査
市販鑑査シ ス テ　オ ン ライ ン鑑査
ム の利用　　　　シ ス テ ム の 利用

薬剤の取り違い

薬剤の 秤量もれ

秤量誤差

秤量の 重複

粉砕した錠 ・カ プセノ岬 1の 薬剤

粉砕した錠
・カプ セ ル 剤の 数 量

別包とすべ き分包牌 1の秤量

装置瓶 へ の寵充 ミス

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

◎

×

×

○
×

◎

◎

◎

◎

△

×

◎

×

　

へ
の

が

も

る

の

る

き

も

き

で

る

で

出

あ

出

検
の糶

に

、

と

黠
購

◎

○

△ 　記録と調剤内容が異な る可 能性がある もの

×　経験に頼るもの
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が ， これは 調剤者 自身が 自らの 調剤行 為をモ ニ タ

ーで きる ように な っ た こ とに よ る と考え られ る，

検出 された過誤 の 内容の 傾向 は ，外観検査で 問題

とされな か っ た僅か な誤差 も数値で確認で きる た

め厳格に チ ェッ ク し過ぎ る 傾向に あ り，チ ＝ッ ク

された もの の うち，約20％ば 調剤を モ ニ タ ーし な

ければ検出が困難で ある と判断され る もの で あ っ

た．同様な傾向は 西 田 ら
3 ｝

に よ っ て も報告され て

い る．こ れ は また経験 に 頼る外観検査 で は 正確な

薬剤鑑査は で きな い こ とを証明 して い よ う，市販

鑑査 シ ス テ ム の 利用 は 薬剤鑑査 の 精度の 向上 に 極

め て 有用で あ る が ， 薬剤鑑査 で 検出される とい う

こ とは 逆 に 調剤上 の 過誤発生 が未解決 で あ る こ

と， さ らに は こ れ ら発生 し た過誤を薬剤鑑査 で 見

逃す 可能性 もある こ とを示唆 して い る ．

　 こ の よ うな問題点を解決する た め に 構築された

シ ス テ ム が，今回我 々 が考案した処方オ ーダ情報

を利用 した オ ン ラ イ ン 鑑査 シ ス テ ム で あ る．こ の

鑑査 シ ス テ ム で は薬剤鑑査業務に 至 る前の 調剤者
の 行為そ の もの を制御す る こ とに よ っ て 調剤老 の

過誤を積極的に 防止 して い る 点 に お い て 市販鑑査
シ ス テ ム と根本的に 異な っ て い る．こ の シ ス テ ム

の もと で は 処方せ ん と異な る薬剤の 秤取はあ り得

な い ．実用化 に あた っ て も 1 件 もチ ェ
ッ

ク さ れな

か っ た ．これ は 「調剤時 の 過誤 の制御」が 「正 し

い 薬剤」 の 調剤を保証 し て い る と い え よ う．

ま　　と　 め

　市販鑑査 シ ス テ ム を利用 した散剤調剤は ，こ れ

を使用 し な い 調 剤と比較 し て作業時間を延長 させ

たが鑑査 の 精度を大 きく改善 した ，しか し， こ れ

を使用 し て も ll確 な調剤を間接的に 維持す る こ と

しか で ぎな い ．こ の 点 の 解決を試み る た め VC，市

販鑑査 シ ス テ ム を使用 して 病院オ ーダシ ス テ ム と

オ ン ラ イ ン 化 した ．そ の結果 ， 処方せ ん情報を調

剤時の 作業 の 監 視に 利用する こ とに よ っ て ，市販

鑑査 シ ス テ ム よ りもさ らに 短時間で ， か つ 正確な

薬剤鑑査 が可能 とな っ た ，
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